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議事概要記録 

開催日時 令和 6 年 9 月 14 日（火）12:00～15:00 開催場所 
済生会和歌山病院 

北館 2 階会議室 

会議種別 令和 6 年度 第 4 回常務理事会 
議長 久保 光史 

書記 久保 光史 

出 席 者 

<敬称略> 
田中 規仁、神藤 洋次、栗林 伴有、丸澤 佳子、大前 嘉良、久保 光史 6名 

欠 席 者 

<敬称略> 
 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ  

次 第  

議事概要 

1. 日臨技報告 

2. 次年度の勉強会参加費徴収方法について 

3. 表彰規程内規について 

4. 緊急時連絡に関する運用内規について 

5. 「JIMTEF 災害医療研修ベーシックコース」 

6. 病院協会会長との懇談会・懇親会報告 

7. 和臨技経費申請書について 

8. 第 43 回和歌山県医学検査学会 進捗報告 

9. その他 

 

決議事項 

及び 

継続事項 

冒頭、和臨技の法人登記について若干遅れが生じており、司法書士事務所

を通じて調整中と報告があった。 

神藤副会長/久保事務局長 

 

1.日臨技報告 （栗林副会長/日臨技理事） 

●2023 年度品質保証施設認証申請施設 

JCCLS(公益社団法人-日本臨床検査標準協議会)会長を加えた合同審査の

結果、審査基準を満たした 277 施設を承認した。和歌山県７施設 

 

●令和 6 年度災害支援人材の育成計画に基づく国際医療技術財団

（JIMTEF)について 

＜受講者推薦要領＞  

〇 対象者 ： 災害発生時に支援活動を行う予定の臨床検査技師  

〇支援内容： ベーシック受講料（ 15,000 円）を日臨技が１ 技師会当た

り１名分を支援。 

※カリキュラムは全 20 講座（ 16 時間程度）であり、詳細は後日受講申

込み後に案内されます。 

 

和臨技からの受講者推薦 秋田理事に受講いただくこととなった。 

 

 

●検体採取等に関する厚労省指定講習会 支部別・都道府県別 修了者集計 



 

 2 / 4 

 

和歌山県 修了率 84％ （令和 6 年 7 月現在） 

 

●タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会 支部別・月別 

修了者内訳 

和歌山県 修了率 61％ （令和 6 年 7 月現在） 

基礎講習修了者の人数が少ない都道府県も近隣と連携（合同開催）も必要

となると想定 

 

●令和 6 年度 全国「検査と健康展」実施要領 

開催期間：「臨床検査月間」と定めている 11 月に開催する。和歌山県は

会場側の都合により 12 月開催…日臨技側に報告済み 

 

●支部研修会における運用の変更について 

支部研修会の事前参加費は参加者に振込をしていただいておりましたが、

効率化を図るためシステムと連動する運用になることから、クレジットカ

ード決済に変更となります。 

変更時期については未定 

 

●会員管理 

日臨技会員数 令和 6 年度 6 月現在 70857 人 

 

●日本医学検査学会 

・第 74 回 グランキューブ大阪（大阪国際会議場）鳥取県技主催 

2025 年 5 月 10 日/11 日 

 

・第 75 回 東京幕張メッセ 青森県技主催 日程未定 

 

・その他 第 77 回は近畿支部圏開催となる予定 

 

●近畿支部学会順番 

2024 大阪府 2025 京都府 2026 奈良県 2027 滋賀県 2028 福井県 

2029 大阪府 2030 兵庫県 2031 和歌山県  

2026 奈良県開催の際に、IFBLS 学会と重複するため、延期・開催・会期

変更について奈良県が検討中。次回支部幹事会にて詳細確認。 

 

●横地会長より 

各地臨技との意見交換の参加要請 

日臨技事務局担当 伊東 メールで日程調整のお願い 

 

●臨床検査技師連盟 

田中会長が技師連盟幹事長に就任。 

2.次年度の勉強会参加費徴収方法について（神藤副会長） 
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現地開催以外の Zoom とのハイブリッド開催を想定した場合、参加費徴収

方法として現行の現金でのやり取り以外にクレジットカードや電子マネ

ーでの支払い運用も検討が必要か。 

ネットバンキングも含め詳細について検討。 

継続議題とする。 

 

3.表彰規程内規について（神藤副会長） 

和歌山県の知事感謝状及び表彰に係る制度の見直しに伴い、別紙の如く表

彰規程内規について改定案を提案。 

今回の表彰申請の際に、推薦者の技師経験年数については和歌山県での経

験年数を記載する旨の指摘を受けたので、この部分についても、内規へ盛

り込む必要あり。再度追記の上、次回理事会へ提案することで一致。 

 

4.緊急時連絡に関する運用内規について（神藤副会長） 

今回の、台風 10 号に伴う学術部研修会の中止・延期対応に伴い、別紙の如

く緊急時連絡に関する運用内規について改定案を提案。 

中止判断箇所へ『会長もしくは学術部長が担当者に中止勧告を行う』との

文言を追加。 

 

5.「JIMTEF 災害医療研修ベーシックコース」（久保事務局長） 

和臨技より秋田理事参加にて申請手続き完了。 

 

6.病院協会会長との懇談会・懇親会報告（久保事務局長） 

別紙、派遣行動報告書を参照。 

次回の知事との懇談会議題案  

「人材確保における問題点と行政に期待すること」が提示された。 

 

7.和臨技経費申請書について（丸澤経理部長） 

今後の円滑な経費申請支払いに向けて、ネットバンキングの活用を検討中。 

今後、活動毎での経費申請の運用を目指す。 

まず今回、交通費の支払い金額に問題がないか、理事監事全員への交通費

確認調査を行うことで一致。 

理事会で報告の予定。 

 

8.第 43 回和歌山県医学検査学会 進捗報告（栗林副会長） 

●学会の開催案内を作成、9 月 15 日頃メーリングリストで配布及び和臨

技ホームページと行事予定表へ掲載依頼の予定。 

演題募集は 9 月 16 日～10 月 31 日で実施。 

●6 月 15 日～、広告・展示の企業を募集中。現在の申し込み状況は担当

がリストを作成中。 

●10 月 3 日（木）に第 2 回実行委員会（ZOOM による Web 開催）を予

定。 
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7.その他 

・「令和 6 年度 都道府県技師会リーダー育成研修会の開催について」 

日臨技より依頼あり。 

今年度は既に学術一泊合同研修会にてグループワークを開催済み。 

改めて本研修会を開催するか、継続審議とする。 

 

記録作成 令和 6 年 9 月 28 日 氏名 久保 光史 提出 令和 6 年 9 月 28 日 

※ 諮問委員会で「報告書」が提出される場合、「委員会議事録」が別途作成添付される場合は

添付資料で可 


